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1主 題設定の理由

現在 の私達 を とりま く社 会環境 は,多 くの人 々が指摘 してい るよ うに変化 して きて お り,そ

れ は音環境 にも確実 に影響 を及 ぼ してい る。 たとえば,普 段 の生活 の中 で静寂 を求 める こと は

難 しく,絶 えず何 か しらの音 が鳴 り響 いている。 また,情 報化 が進 み,音 楽 の情報 もあふ れ て

いる。 その こと自体 は悪 い ことではないが,こ の ような状況 は自発性 あるいは集 中力 などを緩

慢 にさせ て しま う可能性 もあ る。

この よ うな環境 の中で,現 在 の学校音楽 にお ける高校生 の実態を考え る と,以 下 のよ うな傾

向が挙 げ られ る。音楽 の存在 は日常的 な もので あり,音 楽 の好 きな生徒 は多 いが,そ の嗜好 が

多様 化,個 性化 して い ること,音 楽的 な能力の個人差 が大 き くな って いる こと。 そ して,と も

す ると自分 の好 みの音楽 にだけ熱 中 し,他 の音楽への拒絶感 がある こと。 その場限 りの心地 よ

さに満足 し,面 倒 な ことや努力 を して まで も一っの ことを遂行 しよ うとす る意欲が低下 して い

ること。 そ して,人 よ りも目立っ ことを嫌 い自主活動 が苦手 で,他 者 との共同作業を進 めて い

くよ うな協調性 に乏 しい ことなどである。

この よ うな生徒 の実態 は,社 会環境や生徒個 人の実情 に も起因す ることが多 いが,音 楽教 育

の在 り方 と深 くかか わ って いる。今後,更 に多様化,個 性化 して い くで あろ う生徒 の実態 を考

え るとき,教 師 はよ り密度 の高 い一人一人の生徒理解 を求 め られる。 また,他 の教科 に比 べ る

とこの ことへ の音楽科 が果 たす役割 はよ り大 きい。そ して,先 に挙 げたよ うな傾 向の中で も,

音楽 に対す る意欲,自 主 的な姿勢 や,対 教師あ るいは生徒相互 の コ ミュニケー ション,協 調性

とい った ものは,こ れまでの音楽教育 の中で は育成 されに くか った面 もあるが,こ れ か らの音

楽教育 では育成す べ き大切 な ことの一っで あろう。他者 との コ ミュニケー ションの中 で音 楽 的

な感性 の相互交流 を通 して意欲的,自 主的 に音楽活動 を行 い,そ の表情 の喜 びを味わ い,自 信

と更 なる音楽活動へ の意欲 が育成 されるな らば,学 校 での音楽活動 はよ り活性化 され,生 涯学

習の基礎 を培 うことにな るであろ う。

それ ではど うす れば これ らが育成 され,音 楽活動 をよ り活性化 させ ることがで きるのだ ろ う

か。本年度 の教育研究員 の勤務校 の生徒や学 校の実態 は異 り,そ の共 通項を探 って い くことは

難 しか ったが,本 研究 では授業形態 の改善 に研究 のスポ ッ トを当て ることに した。従来 の授 業

形態 の主流 は一斉指導 である。 そこで は生徒一 人一人 と接す る時間が限 られ,ど うして も指 導

が一 方的 にな りが ちで,生 徒 の自発性,協 調性 を促す場面 は少 ない。そ こで,こ れ らの短所 を

克服 す るための一っ の方法 として,グ ループ学 習に取 り入 れた指導 にっ いて検討 す る ことと し

た。そ もそ も音楽 は,そ の作品が作 られ,演 奏 され,聴 衆 に聴かれ ることによって初 めて音 楽

とな るとい う集団性 の要素 を持 って いる。 これ までにも場面に応 じて取 り入れ られてきたグルー

プ学 習 ではあ るが,こ れを更 に積極的,系 統 的に授業 の中 に生かす ことによ り,先 に挙 げた生

徒理 解 および生徒 の意欲,自 主性,協 調性 の育 成 な どの可 能性 が広 が るの で はな いか と考 え

た。

以上 のよ うな考 えに基づ き,今 年度 の研究主題 を 「音楽活動を活性 化 させ るための効果 的 な

グループ学習 の在 り方」 と設定 した。
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ll研 究の経過

今年度 の5名 の教育研 究員の所属校 は,全 日制課程,定 時制課程(単 位制),全 寮 制 の高 等

学校 であ り,5名 が共 に研究 して い く共通 の課題 と して,な にを目指 すべ きかを十分 論議す る

必要 があ った。

そのため,本 研究 は5校 の音楽教育 の実 態を相互 に把握 す ることか ら開始 したが,「 いか に

した ら,よ り活 性化 した授業がで きるか」が5校 の当面 の共通 の課題 であ った。論議の際 には,

一斉指導 のみ による学習展開で は不十分であ ること
,一 人一 人の特性等 に応 じた指 導形態 の工

夫 が必 要であ ることなどが多 く出され た。

その結 果,「 グループ学習 によ って一人一人 の音楽活動 を活性化 して い くことが重 要 な解 決

策 とな る」 との共通認識 に立 ち,研 究を進 める ことと した。 なお,研 究 の主 な経過 は次 の とお

りであ る。

5月:研 究 の方向性 につ いて の考察。研究主題の設 定。

6月:グ ループ学習の具体的 な考察。各学校で,ど の ようなグループ学習が可能で あ るか に

つ いての議論。

7月:各 学校 の グループ学習 の事例を持 ち寄 り検討 。

8月:研 究主 題設定理由 の共通理解。研究 の内容の確 認。 グループ学習 の意義,指 導形態,

評 価の在 り方等 につ いて の議論。

9,10月:理 論的研究及 び実践研究。

11月 以 降:理 論的研究及 び実践研究の まとめ。原稿執筆 。校正 。発表(2月)。

皿 研究の内容

1音 楽 の 授 業 を 活 性 化 させ るた め に

近年 の高校生 の音 楽的関心 は,ヘ ッ ドフォ ン ・ステ レオやCDラ ジカセ等 の個 人用 オ ー ディ

オ機器 の普及 とも相 まって,非 常 に多様化,個 別化 して きて いる。 また,ピ アノや吹奏楽 な ど

の経験 もかな り多様で ある。 このよ うな実情を抱 えた音 楽の授 業 にお いて は,あ る生徒 に と っ

て意欲 をそそ られ る内容が,別 の生徒 にとって は興 味を持て ないとい うよ うな状況 が起 こ りが

ちであ る。

一方,最 近,人 と一緒 に歌を歌 った り,合 奏 したりす ることに無感動 な生徒が増 えてい る よ

うに感 じられ る。 これ は前述 した音楽的趣 味の個人化傾 向 に加えて,音 楽を通 して人間 的 な結

びっ きを深 めて い くよ うな場 が少 な くな って きた ことに関係 があ ろう。今 日,若 者 に とって音

楽 とは音響 的な快 楽を与 えて くれ る 「モ ノ(商 品)」 に過 ぎない存 在 に限 りな く近 づ きっ っ あ

る。それに反 して,音 楽 によ って人 と人 との結 びっ きを深 めた り,ア ンサ ンブルにお いて演 奏

者 がお互 いの感性 や気持 ちを伝 え合 うとい った,い わば音楽 の コ ミュニケー シ ョン感覚を実 感

す る機会 はかな り減少 してお り,そ の ことが,授 業 において も,生 徒 が合 唱や合奏 の魅力 に気

づ くのを妨 げてい ると考 え られ る。

それ らにつ いて音楽 の教 師が取 るべ き方策 は,一 見矛盾 を孕ん でいるよ うに も思 われ る。 と
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い うの も,生 徒の多様化 に対 して は,楽 器 や曲 目の選択の余地を与 えた り,能 力 差 に応 じて異

な る課題 を課 す とい った,授 業 内容 の個別化 を図 る ことが考え られ るが,一 方,音 楽 の コ ミュ

ニケー シ ョン感覚 の希 薄化 について は,生 徒 たちが その ような感覚 を音楽 的共通体験 の中 で体

感 で きるよ うな授業構造 を組 み立 ててい く必要が あるか らであ る。

で は,音 楽 の授業 において,個 人性 と集団性を どう調和 させていけばよいのだろ うか。 その

問 いへ の一っ の答え が グループ学習 の導入であ る。一斉指導 を中心 とした授業 では,生 徒一 人

一人 の感性の違 いが生か され る事 は少 な く
,教 師対生徒の一元的関係は生徒同士の音楽的 コミュ

ニケー シ ョンの意 識を低下 させ る。それに対 して,グ ループ学習 は生 徒 たちの個性的 な感性 を

大事 に しなが ら,さ らにそれ らを対 峙 させ る場 をっ くる事 によって,彼 らの音楽的視野を広げ,

同時 に,彼 らが音楽 を人 と人 との関係 のなか で捉え る契機を もた らすのであ る。

2グ ル ー プ 学習

(1)グ ループ学習の意義及び効果

グループ学習 の意義と その導入が授業 にもた らす効果 としては,第 一 に,グ ループ学習 は生

徒一 人一人の感性が発現 され る場を生み出す ことが十分期待 され る。本来,音 楽 の表現 や解釈

は一義 的 な もので はな く,様 々 な感 じ方 ・受 け とめ方 があ って当然で あるが,一 斉指導 に は生

徒 それぞれが持 っユ ニークな感性 を封 じ込 めて しま う傾 向がある。 グループ学習 の導入 に よ っ

て,教 師 は子供 た ちの個性 を引 き出す ことが望 まれる。

第二 に,グ ループ学 習 は生徒 同士 が音楽的感性を相互 に伝えあ う機 会が生 み出 され る。

第三 に,生 徒 は 自分 たちの活動 に責任を持 たなければ な らないが,そ の 自覚 は学習 に対 す る

積極性 を もた らす。

第四 に,グ ループでの活動 は必然的 に互 いに助 け合 う気持 ちを引 き出す 。そ して,学 習 の プ

ロセスの中で,各 人 が他 のメ ンバ ーの人格 に触 れ,ま た 自らの存在 を 自覚す ることがで きる。

第五 に,ク ラスの中 に複数 の集団が形 成 され ることによ り,集 団相互 の関係が生 まれ るが,

この関係 は,あ る時 は音楽の送 り手 と受 け手 の関係 とな り,ま たある時 は良 い意味 での競争 意

識 を育 む関係 とな り,さ らに は自分 たちの活動 を相対化す る視点を与えて くれ る関係 と もな り

うる。

第六 に,生 徒 の活動 を援助 す る側 に回 った教師 には,彼 ら一人一 人 と直接触 れ合 う機会 が生

まれ,そ れぞれの個性 や能力 を把握 した り,個 人用に ア ドヴァィスをす ることが可 能 にな る。

以上 のよ うに,教 師 と生徒 の一元的 な関係を前提 と した一斉授業 とは異 な り,グ ループ学 習

を導入 した授業 において は,多 元的で濃密 な学 習空 間が創 出 され,生 徒 の能動 的な活動 が行 わ

れ る ことが期待 で きる。

② グループ学習の諸形態

音楽 の授 業で はどの ような領域 や形態 で グループ学習が可能で あろうか。

以下 に5っ の例 を示 す。

A.生 徒 が 自分 たちで編成 と曲 目を決 めるア ンサ ンブル活動

生徒 の 自主性 を最大 限に生か した学習活動であ り,通 常 は練習 の成果 を披露 す るため
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の発表 会が行われ る。

生徒 の意欲や潜在的能力を最大 限 に引 き出 し,実 践的 な音楽創造の中で表現す る喜 び

をス トレー トに体験 させ ることがで きるが,成 功す るか否か は,生 徒の意欲 に大 き く左

右 され る。

教 師は,練 習環境 の整備 や楽器 の準備 に十分 に時間を割 かな ければな らな い。

B.教 師が編成 と曲 目を決 め るア ンサ ンブル活動

生徒 の実情,音 楽 的な教育効果 に加 え,物 理的な諸条件(練 習場所,楽 器,等)を 念

頭 に置 いた多様 な題材設定 が可能 である。合唱のパ ー ト練習 も広 い意味 で この項 目に含

め る事 がで きる。

生 徒 たちの自主的 ア ンサ ンブル活動の予備段 階に導入す るの も効果的 であ る。

C.グ ル ープによる創造的音楽づ くり

いわ ゆる 「創造 的音楽づ くり」の実践例 の多 くで,グ ループ学習が導入 されて いる。

特 に,図 形 楽譜 等を用 いた即 興表現 を伴 う集団創作 のよ うな場合,単 なる協 力関係 以

上 に メンバ ー同士 が音楽的感性 をす り合 わせ る必要 に迫 られ,そ うした意味で最 も密 度

の濃 い グループ学 習が行 われ る可能性 があ る。

また 「音 あそ び」 は,必 ず しもグループ学習 を前提 と しない ものの,音 楽の コ ミュニ

ケー シ ョン感覚 をわか りやす く感 じとらせ る効果的 な学習活動であ る。

D.グ ループによ る課題学 習

鑑賞 曲を グループで選 曲 して発表 した り,教 師が選 んだ鑑賞 曲の時代背景 とか,音 楽

の関連 テーマを グループで調査報告 した りす るよ うな場 合が この項 に該 当す る。選 曲 も

自分 たちで行 うのであれば,互 いの音楽的趣味 にっ いて理解 を深 め合 うことにな る。

E.鑑 賞曲 の グループ討論

音楽 の聴 き方 の多様性 を生徒 たちに認識 させ,ま た彼 らの感受性 の広 げるきっか け と

す るため,鑑 賞曲 の解釈 をデ ィスカ ッションさせ る場合 に,意 見 を言 いやす くな るよ う

グル ープで討論 させ る,と い う方法が考 え られ る。

(3)グ ル ープ学習におけ る指導の在 り方

① グループ学 習にお ける教 師の役割

グループ学習 の際 に教 師がす るべ き事 は一斉指導 の際のそれ とはかな り異 なる面があ る。

まず,教 師の役割 は生徒 同士 が 「場」 を育 むよ うな状況を 「お膳立 て」す ることにあ る。

そ こで彼 らが 自分 たちで模索 しなが ら発見 して い く過程が尊 重 されな ければな らな い。教 師

は生 徒 の自主的 な活動場面 に性急 に介入をす るべ きでな く,時 に は適切 な ヒ ン トを与 え る事

があ って も,な るべ く生徒 自身 による問題 解決が行 われ るよ うに配慮す べ きであ る。

学 習活動の計画性 も重要 である。 ひとたび生 徒たちの 自主活動 が始 ると軌道修正 が難 しく

な ること もあるので,ど うい う事態が生 じてい くのか教 師は事前 に見通 しを もってお くこ と

が大切 であ り,予 想外 の場面 にっ いて はすみやかに対処す る必要が ある。 また,活 動期 間 が

比較 的長 くな る場 合,学 習 カー ドを活用 した り,中 間発表 のよ うな段階的 な目標を設定 した

りす ると効果 的であ る。
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グループ分 けや選 曲 ・編 曲等 の際 には生徒 の能力 への配慮 も必要 となる場合 がある。活動

に際 して は,特 定 の生徒 の負担が過重 にな ることのないよ うに注意 したい。

生徒 たちが行 き詰 ま った時 には適切 な助言 を与 え られるよ う,あ らか じめある程度 その点

を予想 して準備 して お きたい。選曲等 に際 し過去 の発表 の記録を参考 にさせれ ば,無 理 な計

画 はある程度防 げる。

グループ同士 の協調(な い し競争)関 係 を作 ることも有効で ある。例えば,練 習 の過程 で

聴 き合 わせて ア ドヴ ァイスを させ た り,表 現 の工夫 が しやす い教材で各 グループの独 自性 を

発揮 させ た りす る事 が考え られ る。

年間指導計画 にお け る位置付 けには大いに注意 が払われ なければ な らない。 なぜ な ら,グ

ループ学習 は,し ば しば,い ろん な意 味において総合的 な活動で あるか らである。 あ らか じ

め音感 の基礎訓練的 な ものや短期間 ・少人数 で行 えるグループ学習を実施 して おけば,よ り

高度 な活動を スムーズに導入で きる。

② 発表の場の工 夫

発 表の機会を与 えれば多 くの生徒たち は熱心 に準備を行 うはずで ある。 その際,プ ログ ラ

ムを印刷 した り,担 任 も同席 した り,録 音 や録画 に行 った りす る事で,彼 らの緊張は高まり,

発表 会 はよ り印象深 く記憶 に残 るもの となろ う。ただ,発 表 に際 して生徒 たちは自分 の発表

に頭 が一杯 になって,他 の グループ に無関心 にな って しま う事が あるので,教 師 はお互 いの

発表 を聴 き合 うことの大切 さを彼 らによ く理解 させ るべ きである。感想を書かせて それを発

表 した側 にフ ィー ドバ ックす るようにすれば,発 表会 の雰囲気 はさ らに良 くなる。

(4)グ ループ学習におけ る評価のあ り方

グループ学習を ど うい う意図で導入す るのかによ って,グ ループ学 習の評価 の対象 や内容 は

異 な って くる。

も し,グ ループ学 習を あ くまで も授業 の活性化 のたあの刺激剤 に過 ぎな い ものと して捉 え る

な らば,評 価の基準 は一斉指導 によ る場合 と本質的 には変わ らない。

これに対 し,グ ルー プ学 習 はそれ 自体 が目的 であるという立場 だ と,一 っの 目標 に向か って

生徒 たちが協 力 して音 楽を作 ってい く過程 での,様 々な音 楽的体験 その ものが重要 とな り,そ

の評価 にあた って は,能 力 や知識 の獲得達成度 よ りも,む しろ体験 によ って もた らされ た生 徒

の内面 の深化 や音楽 的な成長 に重 きが置 かれる ことになる。 したが って,テ ス ト(発 表会)の

その場 の結果 だ けで はな く,活 動 の 自主性 や計画性 といった様相 か ら一 人一 人の音 楽観 の変 化

に至 るまで,学 習過程 の様 々な側面 を視野 に入 れた総合的な観点 か ら評 価が行われ るの が望 ま

しい。

具体 的な評価 の手段 と して は,教 師による音楽的評価 は当然 の ことと して,生 徒 自 らに よる

自己評価 な ども必要 であ り,そ の際,活 動報告書が大 いに有 効 とな ろう。 また,学 習 カー ド等

も客観性 のあ る資料 と見 なす ことがで きる。更 に,教 師が生徒 たちの グループ活動 の場 に入 り

込 み,音 楽 を創 る過程 に仲 間 として関 われるの な らば,彼 らの音楽性 や人 間性 は自ず と理解 さ

れ るに違 いない。
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3指 導事例

事例1「 生 き生 きと した りズムアンサンブル を味わ うケループ学習」 音楽1

1.題 材 設定の理由

音楽好 きな現代の高校生 たちの中で も,音 楽選択者 は特 にその傾向が強い生徒 たちであろう。

しか し授 業で集 まって くる全員 に,主 体的 な学習態度が備わ って いるわ けで はない。個 人 の音

楽能力 の差が大 き く,や や消極的,受 動的 な生徒が見 られ る。合唱 の授業等 では,読 譜力 の不

足 や リズム感が よ くないこと,合 わせ るための基礎的 な訓練の必要性 などを感 じてい る。音 楽

を表現 す る喜 びを,身 近 な仲間 たちで味わ って いる者 も少 ないよ うである。

ここでは,グ ループ学 習の長 所を生 か し,生 徒 が興味を もち,意 欲的 に学 習 で きる題材 と し

て,リ ズムア ンサ ンブルを取 り上 げた。 リズムという音楽 の重 要な要素 を素 材 とす る リズ ム ア

ンサ ンブルは,比 較 的実践 しやすい。1人1人 が 自分の役割 を果た しなが ら,グ ループで協力

し1っ の ものを完成 して い く中で,活 気あ るア ンサ ンブルが体験 で きるであ ろ う。 また,よ い

ア ンサ ンブルを実現 させ るために は,読 譜力,リ ズ ム感,表 現力 な どの能力 の育成 や,合 わ せ

る技 術の習得 が,不 可欠 であ る。

本 事例 では,グ ループで 「い きい きと した アンサ ンブルを楽 しむ」 ことを根底 にしてい るが,

発表 の場へ の目標 を もった練習過程 の中で,音 楽 の基礎的 ・基本 的な能力 を向上 させ る こと も

可能 となるで あろ う。 また,変 化 を工夫 した り,リ ズム ・ア ンサ ンブルを創作 した りして,個

性 的 ・創造的 な学習活動 が展開 で きるな どの発展性 も期待 できる。

2.指 導 目標

(1)グ ル ー プ内 で の 自分 の役 割 を 把 握 させ,い き い き と した リズ ム ア ンサ ン ブル の楽 しさ を 主

体 性 を もって 味 わ わ せ る。

(2)身 体 を 使 っ た,多 様 な音 色 や リズ ム を工 夫 させ る。

(3)読譜 力,記 譜 力,リ ズ ム感,表 現 す る力 な ど,基 礎 的 ・基 本 的 な能 力 を 向上 させ る。

(4)発表 の場 を体 験 した り他 グル ープ の 成 果 を 聴 き合 った りす る こ と に よ って,学 習 活 動 を よ

り活 性 化 させ る。

3.指 導 計 画(10時 間)

第1次

・導 入 リズ ムを 強 調 した音 楽 の鑑 賞

イ ン ドネ シァ,バ リ島 「ケ チ ャ」 の映 像,S・ ライ ヒ 「ClappingMusic」

・ボ イ ス リズ ム 「野 菜 の 気 持 ち」 古 谷 哲 也 作 曲

① 全 員 で 全5パ ー トを 練 習 。 次 に列 ごと にパ ー トに分 か れ,全 員 で 合 わせ る。

②5人 ず つ の グ ル ー プ に分 か れ,パ ー トを 決 め,練 習 。

③ グル ー プ ご とに1フ レー ズ を受 け持 ち,順 次 続 け て演 奏 す る。

④ 言 葉 を変 え て,同 様 に演 奏 。

第2次(3時 間)

・「ロ ック ・ トラ ップ」(譜 例1)
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① 全 員 で,全4パ ー トの練 習 。 次 に列 ご とな どパ ー トを決 め,全 員 で 合 奏 。 各 自 が4パ ー

トす べ て を受 け持 つ よ う,交 代 して 行 な う。

② 任 意 に組 ん だ4人 ず つ の グ ル ープ で,リ ー ダー,パ ー トを 決 め,練 習 す る。

・「打 楽 器 の た め の プ レ リュー ド」 を同 様 に実 践 す る。(譜 例2)

第3次(3時 間)

・1曲 を選 び ,ア ンサ ンブ ルを ま とめ る。

・「ス ーパ ー ・パ ー カ ッ シ ョ ン」(打 楽 器 奏 者 の競 演,ラ イ ブ の映 像)の 鑑賞 。

・リズ ム ア ンサ ンブ ルを 創 作 。記 譜 し,演 奏 す る。 リズ ム譜 は提 出 。

第4次(2時 間)

・グ ル ープ ご と に発 表 。最 初 に 自分 た ち が創 った,短 い リズ ム ァ ンサ ンブ ル。 次 に,3曲 か

ら1曲 を 演 奏 す る。

・聴 き手 は,意 見,感 想 等 を記 録 す る。

・グ ル ー プ ご と に 自 己評 価 し,反 省点 等 を話 し合 う。

譜 例2

譜 例1 打楽器のためのプレリュード
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◆ 評価の観点

指導内容 学 習 活 動 指導上の留意点

・曲 の決 定 。任 意 の4人 グ ル ー プで ,3曲 を比 較 し,発 表 ・ス コァ を比 べ させ ,表 現

す る曲 を決 め る。 法,演 奏効果を考え させ る。

・個人練習 ・各 自 のパ ー トを ,楽 譜 を 正 確 に読 み取 り,打 ・たた き方 によ る音色 の変

て るよ うにす る。 化 に気 づかせ る。

・パ ー ト練 習 ・同パ ー トの者 が集 ま り,正 し く演 奏 で きて い ・歯 切 れ の よ い ,リ ズ ム感

るかをお互 いに確認す る。 の あ る演 奏 を め ざ させ る。

[◆ 楽譜 を正確 に読 鋤 ・ リズム ・ テ ンポ ・強弱 醜 して打 ・て いるか ・1

・4人 で の ・4人 で合 わ せ る。一 定 の テ ンポを保 ちなが ら, ・出 だ しの タ イ ミ ン グ,テ

ア ンサ ンブ ル 最 後 まで通 せ る よ うにす る。 ンポの合わせ方等 を助 言 す

・遅 め の テ ンポ か らだ ん だ ん速 く して い く。 る 。
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・曲 の構 成 を考 え ,か け合 い等 の表現を工 夫す る。

・フ レー ズ 内 で の重 要 なパ ー トを 知 り ,バ ラ ン

ス を考 え る。

・グ ル ー プ で音 色 ,強 弱 の っ け方,活 気 あ る リ

ズ ム感 の出 し方 を工 夫 す る。

・全 グル ー プを 平等 に ま わ

るよ うに す る。

。ス コアの読 み方 を教 え る。

・合 わ な い グル ー プ で は そ

の理 由 に気 づ か せ る 。

陣 白子 に合 つているか。全体の中での 自分 のパ ー トの役割を,意 識 して演奏 して ・・るか.…

・鑑 賞

・ リズ ム ア ン

サ ン ブル の グ

ル ー プ創 作

・「スーパ ー ・パ ーカ ッシ ョン」(LD)を 鑑賞す る
。

・打 楽 器 の 表現 力 の 大 き さを知 る。

・グ ル ー プ ご とに ,4小 節(ま た は8小 節),

4Ae-一 トの リズ ム ア ンサ ン ブル を創 作 す る。

・4パ ー トに関連 を もたせ るよ うにす る
。テ ンポ,

強弱,リ ズ ムの種類,音 源,音 色 に工 夫 す る。

・各 自 が全 パ ー トを記 譜 し,提 出 す る。

・合 わ せ 方 ,リ ズ ム感 等 に

注 目 させ る。

・音 色 の工夫 の見本 を示 す
。

・リズ ム譜 の 書 き方 に 注 意

させ る。

1◆1人1人 が積極的 にかかわ 。て いるか.発 表 の効果 を考 えて創 。てい るか.]
1

鍵 向け塵 灘 欝 禁瓢.隣 籍莫鰹 化
i◆ よりよい発表のために,グ ループの全員が意欲的か。アンサンブルを楽しんでいるか。i
ll

生徒 が

創作 した

リズム

① ②

5.考 察

グループ学習 の最初か ら,生 徒 たちの取 り組み は熱心 で,教 室 は活気 にあふれた。教え合 う

姿 が随所 に見 られ,全 体学習 では消極的だ った生 徒 も,自 ら仲 間や教 師に何度 も質問 していた。

グループを巡 るたびに一人一人 の顔や個性が よ りはっきり見 えて きた。 生徒 の感 想 で は,「4

人 にな ると全 然合わ な くて困 ったが,合 って くるとお もしろ くな り,い い気持 ちだ った」 とい

うものが多 く,最 後 まで合わせ られ ると,小 躍 り して喚声 を上 げる姿 も見 られた。創作 お よ び

変化 の させ方 で は,ど の グル ープ も真剣 に集 中 してアイデ ィアを出 し合 っていたが,よ り創造

的 な学習活動 のために は,課 題 の設定 の しかた,導 入時 の指導 に,更 に配慮が必要 であろ う。

自分 たちの音 がよ く聞 こえ る練 習場所 を捜 しっっ,楽 器の使用,音 源の工 夫 など も取 り入 れ る

と更 に改善 され ると考 える。発表 では各 グループの練習の成果 が端 的に表 われ,生 徒 たちは発

表 の場 を楽 しみ,興 味を もって聞 き合 って いた。評 価に関 しては,発 表時 の グル ープごとの評

価 を基 に,発 表時の個人の演奏,練 習の各段 階での意欲,貢 献 のよ うす,提 出プ リン ト等 を参

考 に総合 的に行 な った。

生徒 の主体性 を尊重 しっっ,充 実感 の高 い学習活動が展開で きるよ う,適 切 な助言,練 習段

階で の他 の グループ との聞 き合 わせ,達 成度 の確認等を工 夫 し,こ の グループ学 習を更 に深 め

て い く必要 があ る。
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事例2「 グループ学習 を とり入れた合唱活動」 音楽1

1.題 材設定理 由

高校生 の授業 での合唱活動 に,最 近 い くつかの問題点 を感 じて いる。 その一っ はパ ー ト練 習

にお いて音楽的 または人間的 に リーダーとなれ る生徒 が少 な くな り(特 に男子)効 果的 な練 習

を行 な うことが難 しくなって いるということであ る。また,パ ー ト練習 自体が同パ ー トの集 ま

りのためか,い ざ合唱 とい う段 にな ると他 のパ ー トにっ られ た り,ハ ーモニーやバ ランスを聴

きあ うとい う姿勢 に欠 けて いる。

あふれ る音楽情報の中で生活 し,多 くの生徒 たちは音楽を聴 く楽 しさや歌 うことの楽 しさな

どを味わ って いる。更 にそれを深めそい くことは学校教育の使命の一 っであ る。 また,合 唱 は

授業 にお いて重要な活動 の一 っであ り,皆 で一っ の曲を創 り上 げ表現 して い くとい う行為 は貴

重 な音楽体験 であ る。

そ こで本 事例 で は上記 の ような ことを踏 まえ,合 唱活動を活 性化 させ るたあ にグループ学 習

を取 り入 れた。

なお教材 にっいて は,選 曲か ら生徒 自身 にさせ たいところだが,今 回の取 り組みで はあ くま

で も合唱活動 を活性化 させ るために グループ学習を取 り入れたので,年 間の授業計画 の流 れ に

沿 う形 で教 師が指定 した。

2.指 導 目標

(1)生 徒 と教 師 あ る い は生 徒相 互 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 大 切 に し,生 徒 一 人 一 人 に意 欲 的

に合 唱 に 取 り組 ませ る。

② 音 程,リ ズ ム,歌 詞,強 弱記 号 や発 想 標 語 な どを 正 し く把握 し表 現 させ る と と もに,グ

ル ー プ で の 表現 の工 夫 を させ,お 互 い のハ ー モ ニ ーや バ ラ ンスを聴 き合 い,ア ンサ ン ブ ル

の楽 しさや,美 しさを 味 わ わ せ る。

(3)他 の グ ルー プ の演 奏 を聴 き,よ り美 しい表 現 を 求 め る姿 勢 を育 て る。

(4>グ ル ー プ学 習 を も とに更 に全 体 で の合 唱 の 楽 しさ,美 しさを 味 わ わ せ る。

3.指 導 計 画(9時 間 扱 い)

第1次(1時 聞)の 指 導 内容

・教 材 曲 へ の動 機 づ け と グル ー プ編 成

① 教 材 曲 混 声3部 合 唱 曲 「名 づ け られ た葉 」(新 川 和 江 作 詞,飯 沼 信 義 作 曲)の 楽 譜 を

配 布 し,テ ー プ演 奏(中 学 生 の コ ンク ー ルの もの)を 聴 かせ る。

② グ ル ー プ学 習 の実 施 に関 して 説 明 し,各 パ ー ト2人 計8人 の グル ー プ を 自分 た ち で 作 ら

せ る 。(条 件 は ピア ノな どの楽 器 を弾 け る人 が グ ル ー プに1人 は い る よ う にす る と い う

こ と)。 リー ダー を 決 あ,そ の後 グル ー プが 横1列 に並 ぶ よ う に着 席 させ る。

第2次(2時 間)の 指 導 内容

・全 体 に よ る音 取 り とパ ー ト練 習 を 織 り混 ぜ な が ら行 な う
。 そ の際 も,グ ル ー プ学 習 を 意 識

させ,自 分 のパ ー トに責 任 を 持 っ よ うに促 す 。正 しい音 程,リ ズ ム,歌 詞,強 弱 記 号,発
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想 標 語 を把 握 させ る。

第3次(2時 間)の 指 導 内容

・グ ル ー プ練 習

① 自分 た ち で協 力 しあ って練 習 を進 め させ る。

② 他 パ ー トにっ られず,ハ ー モ ニ ー やバ ラ ンスを 聴 きあ い なが ら正 し く歌 わ せ る。

③ 各 グル ー プ な りの表 現 の ポ イ ン トを考 え,そ れ を表 現 で き る よ うに練 習 させ る。

④ 毎 回 の グル ー プ毎 の進 度 を進 度 表 に記 入 させ る 。 … …表1

第4次(1時 間)の 指 導 内容

・グル ー プ に よ る中 間発 表

自分 た ち の これ まで の成 果 を発 表 し,こ こま で の取 り組 み を確 認 させ る。ま た,他 の グル ー

プ の演 奏 を聴 くこ とに よ り,自 分 た ち の演 奏 の参 考 と させ る。評 価 カ ー ドに 記 入 させ る。

第5次(1時 間)の 指 導 内容

・グル ー プ練 習

前 回 の 中 間 発 表 を もと に,自 分 たち の グ ルー プ の反 省点 を話 し合 い,ポ イ ン トを 確 認 して

次 回 の本 発 表 にむ けて 練 習 させ る。

第6次(2時 間)の 指 導 内 容

・グル ー プ に よ る本 発 表 と合 唱

① グル ー プ に よ る本 発 表 。 これ まで の 取 り組 み方 を も含 め た 自己評 価 を し,他 の グル ー プ

に っ いて も感 想 を 書 き,提 出 させ る。

② これ まで の グ ル ー プ学 習 を もと に更 に全 体 で の 表 現 を統 一 し,合 唱 す る。 録 音 し,1学

期 に 自分 た ちが 歌 った合 唱 曲 「遠 い 日 の歌 」 の テ ー プ と聴 き比 べ を させ る。

一表1-「 名づけられた葉」

グループ名[]
メンバー氏名SATB

この曲のポイント
1驚 鰐讃 畿 都菩羨豪;難宝;:中 間発表風景

2歌 詞 を大切に し,そ れにあ った表現を自分たちで工夫 しよ う。

3バ ラ ンスを考えた コー ラスに しよ う。. .
*メ ロディーと他のパー トとのバ ランスに気をっけよ う。

自分 たちのグループのこの曲での課題

… 熱 ∴ 鱒
日 時 本 時 に 行 な っ た こ と 記録者 確認

グループ練習

1/()

グループ練習

2/()

中間発表

3/()

グループ練習

4/()

テス ト

5/()

難
耽 鞍 姦

蘇 撫

ン嘱撫 鍵蕪
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4.学 習指導 の展 開

第3次(第1次) ◆ 評価の観点

指 導 内 容

・発声練習

・教材曲(名 づけられた葉)の

合唱

活 動 内 容

・軽 く準備体操をし,発 声練習をする。

・これまでのパー トによる音取 りを基に合

唱してみる。

指 導 上 の 留 意 点

・身体をリラックスさせ,歌 うことに集中

させていく。

・本時か らグループ学習に入ることを言い

それを意識して歌わせる。全体の中でどの

くらい歌えるか確認させる。

ド

i◆ 歌 うことへの動機付けができたか。どのくらい歌えているかを個人が確認できたかD
」

・グループ学習への導入

・グループ練習

・第1時 に決めたリーダーを申心に各グルー

プで指定された場所に集まり,自 分たちの

グループの課題を話 し合 う。

r'一'一'一'一'一'一'一'「

1禦藷響購、裟㌫l
Iる.」 などが挙げられた。1
-● 一,一,一,一,_・_o_,■ ■,

・ピアノまたはテープを使ったグループ毎

に練習する。まず正しい演奏を、次第に課

題の追及を目指す。

・きちんと全員が話し合いに参加 している

か。体制作りを助ける。

・生徒の自発性を尊重 しながらも
,で きる

だけグループの中へ入 り,グ ループや個入

を観察をし必要な場面では公平にア ドヴァ

イスをする。

ド 　

1◆ 意蘭 協力的にグループ学習を働 ているか・お互いを聞きあい・表現を追及 しているか・i

・合唱

・本時の反省と次時の予告

・グループ毎のままクラス全体で合唱する。

・グループで本時の活動の反省を し
,進 度

表に記入,提 出する。

・気付いたところをチェックしながら歌わ

せる。

・活動および進度の反省を し,次 時への目

的意識を持たせる。

5.考 察

グループ学 習を して いる間,教 室 には非常 に活気が あった。初 めの うちは必ず しも全員 が音

楽 に集 中で きたわ けで はな く,活 発 な活動 になるまでに思 ったより時間がかかるグループ もあ っ

た り,リ ー ダーだけに負担 がかか って しまった りした ところもあ った。 しか し回を重ね る うち

にグループに生徒 も慣 れ,少 しずっ スムーズに機能 して いったよ うであ る。その うち リー ダー

を中心 として教 えあ う姿 も見 られ,生 徒 は意欲的で楽 しそ うだ った。また,教 師 自身 もグル ー

プ の中 を細か く見 て回 る ことによ り,思 わぬ生徒 の個性 や力 を発見 で き,個 人へ の指導 もいっ

もよ り可能 とな った。 グループ学習 は,総 じて意欲 を引 き出す とい う点 において は有効 だった。

ただ生徒 だけで創 り上 げよ うとす る内容 には限界 を感 じた ことも事実 であ り,グ ル ープ学 習後

の全体合唱 では,や は り時間 をか けて指導す る必要 があ った。 それ に して もグループでの基礎

が あったので その浸透度 はいっ もより充 実 していたよ うに思 うし,歌 うことの喜 びが増 し,合

唱に勢 いが出て きて,他 パ ー トを聴 こうとす る姿勢 も見 えて きた。 また途中で行 な った中間発

表 は非常 に有 効で あった。普段一斉 に教室 で5っ のグループが練習 して いるため,こ の機 会 に

静 かな中で緊 張感を持 って発表す ることは 自分 たちの完成度を知 るうえで とて も参考 にな った

よ うであ り,ほ とん どの グル ープが本発表 では中間発表 よ りも良 い演奏 となった。 グルー プ発

表 での評価 にっ いて は,グ ループ単位 での評価 を中心 に行 なった。その上 で見 て回 った際 の個

人 の様子 や 自己評価 カー ドに記 された本人 の感想を加味 した。

今後 もこの グループ学習 が系統的 に様 々な形で積 み重ね られ ることによ りグル ープ学習 の効

果 は更 に高 ま るもの と考 える。
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指 導事例3「 自分の得意な演奏手段で楽 しく合奏 じよ う」 音楽1

一 課題曲 の任意楽器(人 声含む)に よ るア ンサ ンブル

1.題 材設 定の理 由

演奏技 術や音楽的理解 の面 で,こ れ まで基礎力 が十分 とはいえなか った生徒 に とって,曲 を

演奏 し遂 げるとい うことは,過 去 の経験か ら相 当な苦労 を強 い られ る もの と感 じてい るよ うで

あ る。苦労 を重 ね,努 力を して為 し得 た時 の感激 とい うものはひ としおなのだが,音 楽 で その

よ うな体験 が不足 して いる生徒 は,苦 労 によって得 られ る音楽 の 「楽 しさ」 を願 いなが ら,苦

労 の果 てに学 習途上で放棄 して しま う傾向があ る。中に は,学 習 の初 めか ら意欲 を示 せず,着

手 しよ うと しな い傾向が ある。 このことは,生 徒 の積極的 な参加 を望 み,生 徒 自身 の力 に よ る

作品 の完成 が彼 らの達成感,自 信,感 動 の源泉 であ ると考 えて いる教 師に とって大変重要 な課

題 であ る。その解決策 と して,生 徒 自身 の力 によ る作品 の完成を 目指 し,音 楽作 りに参加 す る

「楽 しさ」を確保 し,作 品完成 に必要 な生徒の学習内容 の適切 な設定 をす ることが大切 で ある。

ここでは平易 な楽 曲を素 材 と し,自 分 の最 も得意 とす る演奏手段を選んで楽 しく学習 をす す

める ことに した。 ア ンサ ンブル(グ ループ合奏)と い う形態を とったのは,① 生徒 の参加意 識

を高 め,活 動 を増 やせ ること,② 友 人 との共 同作業をすす める中で 「楽 しさ」を味わ うことが

で き,意 見 の交換 な どの交 流 も生 まれ ること,③ 生徒個 々の活動 の様子をっぶ さに観察で き る

上 に,個 人発表 の際に存在 す る個 人にかか る心理的負担を軽 減で きること,④ 一斉指導 の課 題

を解消 で きること,な どが達成 で きると考 えたか らで ある。

2.指 導 目標

(1)演 奏者全員 が途 中で演奏をやめて しま うことな く,最 後 まで演奏 し遂 げるようにさせ る。

② 任意 のテ ンポで構 わな いが,最 初 か ら最後 まで一定 のテ ンポで演奏できるようにさせる。

(3)グ ループ内での 自分 の役割,自 分 の演奏す る音 の意味を認識 させ る。

(4)演 奏 に対 す る工夫 を させ る。

(5)み ん なで合奏 す ることの喜 び,楽 しさを経験 させ る。

3.年 間 の指導 の流 れ

1学 期(全12～14時 間)

『少年時代』 を教材 に学習をすすめ る。

予備学習(楽 典 に関す ること,音 名ふ りの作業)(2時 間相 当)

①歌 唱 旋律(2時 間相当)

② キー ボー ド 旋律(3～4時 間相 当)

③ ソプ ラノ ・リコーダー 対旋律(2時 聞相当)

④ ギ ター 和音(リ ズム ・パ ター ン任意)(3～4時 間相当)

①～④ を生徒 全員が共通 に学 習す る。 それぞれ にっ いて は一 斉指導 と机間巡視 に よ

る個別指導 の場面 があ る。①～④ の中 よ り実技試験 で は2っ を選 択す る。

1[学期(全7～9時 間)
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1学 期 に学習 した 『少年時代』 を課題曲に ア ンサ ンブル(グ ループ合奏)を 行 う。

(全5時 間)⇒ 本 事例

・使用楽器 は 《約束》 に反 しない限 」蝿

り何で も可 七詫

・1学 期 に学習 した①～④ の楽器 が
.,譲'vut.

く

パ ー トを考 え る上 での基礎 とな る

自由曲の合奏(2～4時 間)

皿学期

自由曲の合奏 (5～7時 間)

重

4.指 導 計 画(全5時 間)

〈第1時 〉

・グ ル ー プ合 奏 の 説 明 を す る。

・合 奏 例 の鑑 賞 及 び イ メ ー ジづ く り。

・グ ル ー プ編成 を させ る。

・パ ー トを 決 め させ る。

・バ ン ド名 を決 め させ る。

・バ ン ド ・リー ダ ーを 決 め させ る。

・個 人 練 習 を させ る。

〈第2時 〉 ～ 〈第4時 〉

。個 人練 習 を させ る。

・合 奏 の練 習 を させ る。

〈第5時 〉

・発 表 会 ,録 画 を行 う。

《約束》

1,音 楽の授業をとっている者全員がどこかのグループに参加

すること。
2、 グループ合奏(バ ンド)の メンバーの人数 は3人 ～6人 。

1人 っきりや2人 だけにはならないこと。

3.打 楽器 は各 グループ1人 だけ。打楽器アンサンブルのよう

な特殊な例は別途相談。

4.同 じ楽器(歌 も含む)を 演奏する者が2人 以上いてはいけ

ない。ただし同 じ楽器であって も,同 一の動きでなければ可。

(1人1人 が必ず独立 した1パ ー トを担当す るようにする)

例)メ ンバー4人 のうち2人 が同 じメロディーを歌 うことは不可

例)メ ンバー4人 のうち2人 が二重唱(デ ュエット)することは可

5.楽 器編成 は自由。ただ し,メ ロデ ィーパ ー トと,そ れ を支

えるハ ーモニーを感 じさせ るパ ー ト(べ 一ス音,コ ー ドなど)

は必ず作 ること。
・音楽室 にあ る楽器(ド ラムセ ッ ト

,エ レキベ ース,シ ン

セサ イザ ー,キ ーボー ド,ア コーステ ィ ックギ ター,ト

ラ ンペッ トな どの吹奏楽楽器,鉄 琴,木 琴 な ど)

・音楽室にない楽器 は自分達 で調達 す ること

6.グ ループ合奏 の発表 を必ず行 うこと。

・他 の グ ル ー プ の発 表 にっ いて ,お 互 い に感 想,意 見 な どを 審 査 用 紙 に書 か せ る。

・発 表 終 了 後 ,録 画 した ビデ オの鑑 賞 を さ せ る。 特 に 自分 の演 奏,自 分 達 の グ ル ー プ の演 奏

に注 目 させ る。

5.学 習指 導 の展 開

く第1時 〉 ◆ 評価の観点

指 導 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点

グループ合奏の説明

合奏例 を鑑賞

グループ編成

お お まか な イ メ ー ジをっ か む

《約束》の書 か れたプ リン

ト配布

演奏者 全員 が一曲を最後 ま

で弾 き通 す ことを指示「
i◆参加への意識は高まったか。1
パ ー トの決定Tl使 用薬器 は何 で も可
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「

1◆ 楽器への興味 は持て たかi
I

バ ン ド名 の決定 最終 的 に決 まった ことを登録用 紙 に

バ ン ド ・ リ ー ダ ー の 決 定 記 入 す る。

個人練習 既 に学 習 した楽器 と音 の動 きその ま 設定(譜 例参照)外 の楽器,

まの者 は復習 。それ以外 の者 は個別 音の動きなどを望む生徒

に練 習 す る。 につ いて は,個 別 に相 談

の上,別 途楽譜 を作成 し

指導す る。

〈第3時 〉

準備

合奏の練習

合 奏 の準 備 をす る。

バ ン ド ・ リー ダーを 中心 に合奏 す る。 ほとん どの グループで生 徒

が合奏状態 を作 り出す こと

がで きないため,教 師 の補

助 を必要 とす る。

1◆ 積極 的 に活動 して いるか1
1

お互 いの音 をよ く聴 いて曲の ワク組

みを構築 す る。

ワク組 みが見えて くる と,

各役割 を意識 させ られる。

「◆ 曲の ワク組 みが作 れたか.で き塒 の手 ごたえを感 じて いるか 。1
1

必要 に応 じて個別指導 必要 に応 じて,個 人練習 と合奏 とを

繰 り返す。

「◆ ア ンサ ンブルを楽 しん でいるか。演奏で生 じた不都 合を解決 しよ うとす るか。1
1

TT

6.考 察

1学 期 に,歌 唱,キ ーボー ド,ソ プ ラノ,リ コーダー,ギ ターの4種 にっいて は全生 徒 に基

本的 な学習 を取 り組 ませ ておいた。本事例 は これを基 に して の もので あ るが,合 奏 を行 う際 生

じる楽器 の競合 や,打 楽器 の安易 な選択を回避す るため に 《約束》 なる ものを定 めた。 しか し,

楽器を固定せず,任 意 の楽器 で参加で きることによ り生徒の学習意欲 は高 ま る。楽 器持参 で授

業 に来 る者 もみ られた。 これに伴 い,様 々 な楽器 に対 応で きるよ う基本的なパ ター ンを設定 し,

これで も対応が難 しい場合 には個別 に考 え た。読譜 の場合 で は,色 分 け音名譜,タ ブ譜,音 型

譜 で指導を した生徒 も多 い。演奏場面で は,楽 器本体 へのマ ーキ ングも行 った。 このよ うに,

技術 的,精 神的苦労か らくる生徒の意欲喪失 が起 こらな いよ う,困 難 さを極 力排助す る方 向 で

指導 した。

音楽 的に リー ダーシ ップを とれ る生徒 が いないため,完 全 な生徒主導 に は遠 く,ま た音 楽的

向上 のための高 い意欲 や技術 の獲得,独 創 的な工 夫 は少 な い。 しか し,一 番 の 目的 であ る

「ただ一 人の脱落者 もな く,生 徒 自身 の力に より楽 曲を演奏 し遂 げ る こと」 と,そ れ に よ る達

成感 は与 える ことがで きた。音楽 とは 「ただ何 とな く聞 く」だ けの存在か ら,主 体 的 に参 加 し

て 「楽 しさ」 を得 る ことのできる もので あるとい う認識を深め ることがで きた。
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事例4「 バ り ・ガ ムランによるアンサンブル感覚の育成」 音楽H

一 オ ー ラル ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに よ る グ ル ー プ学 習 の 方 法 を 用 いて 一

1.題 材設定理 由

本校 の音楽選択者 の多 くはピアノや吹奏楽な どの音楽経験が あ り,読 譜能力 も高 い。学 校 行

事 と して合唱祭 を50年 近 くも続 けて いて,混 声4部 合唱 の授業 で も男声のパ ー ト練習 が比 較 的

容易 に行 える。 しか し近年,一 緒 に歌 った時にお互 いの音 を聴 きあ ってハ ーモニーを楽 しむ 感

覚 が薄れて きてい るよ うな印象 を受 ける。一人一人 はそれな りに音が とれて いて も,合 わせ る

ことの醍醐味 が分か らな くなって いるよ うである。

また毎年,2学 年 の3学 期 に,高 校 の音楽授業 の締 め くくりと して生徒 の 自由 な楽器選択 と

選 曲 によるグループ演奏発表会を実施 しているが,や は り総 じて互 いの音 を聴 き合 う意識 が不

足 して いて,リ ズム感や ア ンサ ンブルの水準 が低 い。 ど うも,そ れ までの2年 間の音楽 の授 業

で教 えて いる事が グループ発表 の質 的向上 には必ず しも役立 って はいないよ うであ る。

そ こで,2年3学 期 の演奏発表会 へのエクササ イズと して,2学 期 にイ ン ドネシア ・バ リ島

の ガムラ ンの実習を導入す ることに した。 なお,教 師 はバ リ島 ガムランの演奏 グル ープの活 動

の経験 であ り,そ の演 奏 には心得 があ った。楽器 はガムラン ・ア ンクル ンの フル ・セ ッ トを用

意す る事 がで きた。

ガム ラ ンとは言 うまで もな くイ ン ドネ シアの金属打楽器 を中心 とした合奏音楽 であ る。バ リ

島のガ ムラ ン音楽 は ミニマル ・ミュー ジックによ くみ られ るモア レのよ うな リズム ・テクスチュ

ア と反復性 を特徴 とす る。バ リ島の ガムラ ンに はその用途 に応 じて様 々な種類の ものがあるが,

今回授業 に導入 したガム ラン ・ア ンクルは4つ の青銅 の鍵盤 を もっ比較的小型 の鉄琴類(ガ ン

サ)を 中心 に構i成され,6～8名 か ら20名 程度 で演奏可能 で,主 と して葬式 や寺院 の儀式 な ど

で演奏 され る。その音楽 はシンプルな ものが多 く,初 心者 には適 して いると言 える。

バ リ 。ガム ランの演奏 に際 して,奏 者 たちは互 いの音を良 く聴 きあって合奏を作 って いか な

ければ な らない。特 に 「コテカ ン」 という独特 の技法で は,「 ポ ロス」 と 「サ ン シ」 とい う2

っのパ ー トが うま くシンク ロナイズ して演奏 されないと,そ れ らが組合 わ さってで きる細 か な

リズムの装飾音型が浮か び上が って こないのである。 またガム ランの合奏で用 い られ る様 々な

楽器 が奏 す る音型 は相互 に密接 な関連性 があ り,そ の関係 は耳か らの把握 が比較的たやす い。

加 えて,パ ター ンの移行,強 弱 や速度 の変化 などの きっか けは,太 鼓(ク ンダ ン)奏 者が音 で

合図す るので,演 奏 者 には互 いの音 を聴 きあ う感覚が必要 とな る。また,バ リの ガムラ ンは宗

教的 な儀式 に深 く係 わ ってい るとはいえ,ア マ チュアが演 奏それ 自体 を楽 しむ側面 も持 って い

て,高 度 な音楽性 や能力 が要求 される楽器か ら比較 的簡単 に演奏 で きる楽器 まで含 まれて お り

(し か も簡単 な楽器 ほど存在感 があ る),初 心者 で も短期間 で合奏 に加わ れるのであ る。

そ こで,こ のよ うなバ リ ・ガム ランのエ ッセ ンスを有す る短 い曲を教材 にす れば,初 め て ガ

ムラ ンに接す る高校生 たちで あって も十分演奏可能 であ り,互 いの音を聴 きなが ら演奏 す る ト

レーニ ングと リズム感 の向上 には最適 であ ると考 える。
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2.指 導 の 目標 と方 針

(1)互 い の音 を聴 き合 って,リ ズ ム,音 量,音 色 等 を 自然 に 合 わ せ る感 覚 を 養 い なが ら,リ ズ

ム感 を 向上 させ,バ リ島 の音 楽 の特 質 を感 覚 的 に理 解 させ る。具 体 的 に は,

・比 較 的 簡 単 で短 い 楽 曲 「ギ ラ ・カユ マ ス」 を各 グ ル ー プ それ ぞ れ が 通 して 演 奏 で き る よ

うにす る(楽 譜1)。

・曲 の核 とな る旋 律 「ポ コ ック」 とバ リガ ム ラ ンに特 徴 的 な装 飾 音 型 「コ テ カ ン」 の パ ー

トは全 員 に習 得 させ る。

・太 鼓 「ク ンダ ン」 の 合 図 を聴 き取 って ,ブ レー ク ・パ タ ー ン 「ア ン セ ル 」(強 弱 ・音 型

の変 化 パ ター ン)に 入 った り,演 奏 速 度 を変 え た りで き る よ うにす る 。

② バ リ島 で行 わ れ て い る学 習法 を と り入 れ,楽 譜 を使 わず に ロ頭 で直 接 フ レー ズ を伝 え て い

く,い わ ゆ るオ ー ラ ル ・コ ミュニ ケ ー シ ョンに よ り曲 を 教 え る。

・現 地 で用 い られ て い る 口唱歌 を積 極 的 に利 用 す る(楽 譜2)。

・記 憶 した音 型 を 方 眼 紙 の よ うな 特殊 な 図表 に記 譜 させ る こ と に よ り(表1),生 徒 の 音

楽 構 造 理 解 の助 け と し,同 時 に教 師 が生 徒 の習 得 状 況 を 把 握 す る た め の参 考 とす る。

(3)グ ル ー プ学 習 を 指 導 形 態 の基 本 に お く(1グ ル ー プ6～8人 程 度)。

・授 業 の進 行 にあ た って は生徒 の 自主性 ・協 調 性 の向 上 に留 意 す る。

・「進 度 確 認 表 」(表2)を 利 用 して ,学 習 の進 行 状 況 を掌 握 す る。

楽 譜1GilakKayumasの 基 本 パ タ ー ン 図1ギ ラ ・カユ マ ス演 奏 の流 れ 図

曇

楽 譜2

slendro音 階 の例pelog音 階 の例一

[ポ ・ ・クのソ ・ 凋1
」
つ

基本パ ター ン2～3周

ア ンセル1～2周

続 け るか?
終了

継続

速度ア ップ

基本パ ター ン1～2周

ア ンセル1～2周

速度 ダウ ン

I

l

基本パ ター ン1周1
「

最終拍(ゴ ング)1

☆ 「ア ンセ ル 」 で は基 本 パ タ ー ンを よ り大 き

な音 量 で 演 奏 し,途 中 で ブ レー クす る。

ラナ ンが音 量 を大 き くす る こ とで,ア ン セ

ル の合 図 とな る。

☆ 速 度 変 化 の 際 は,ゴ ング の直 前 に ラナ ンが

次 の テ ンポ を示 す 音 を 挿 入 す る。
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第1次(2時 間)

① バ リ・ガムランの演奏ビデオ鑑賞(ゴ ング・クビヤル 「スカール ・ジュプン」)。バ リ島の文化 ・宗教 ・芸能についても言及。

② ガムランの中心楽器 「ガンサ」(鉄 琴)の 基本奏法(右 手に持 った木製のハ ンマー 「パングル」で鍵盤をたたき,次 の鍵盤

をたたくのと同時に左手で直前に打った鍵盤をっかんで残響を止める)を 説明 し,全 員に順番で触らせる。

③ ガムランの実習を行う事を告げて,教 材曲(ギ ラ。カユマス)の ビデオを鑑賞。

④ギラ・カユマスの 「ポコック」(核 旋律)と 「ゴング」のパー トを全員に交替で弾かせる。

⑤生徒にグループを組ませ,グ ループ名を決めさせる(④ と並行)。 グループ名はバ リ島に関連した語から選ばせ る(参 考資

料を用意)。

第2次(2時 間)

①NHK教 育 「インド飛翔の響き」(北 インドのサントゥールとタブラ)の ビデオ鑑賞。特にタブラの口唱歌の解説 ・実演 に

注目させる。

②バ リ島の音階と口唱歌について説明し(楽 譜2),ポ コックを口唱歌で歌わせる。

③ポコックとゴングのグループ別練習。進度確認表(表1)を 利用する(以 後,同 様)。 各グループで最初に確実に演奏で き

るようになった生徒は,進 度チェック表に教師から合格チェックをもらう。教師か ら合格チェックを受けた生徒はグループ

の他の生徒の合格チェックをする事ができる。教師が生徒に直接指導する際,ガ ンサの反対側か ら一緒に弾 くと効果的であ

る(こ の方法により,1台 のガンサを2人 の生徒で同時に弾く事 も出来る)。

④ポコックとゴングの習得を概ね完了したグループに,コ テカンの2っ の音型のうちの1っ 「ポロス」を順次教える(方 法は

③ と同様)。 ポロスはポコックと一緒に弾きながら教えることに留意(以 下,他 のパートも同様)。 口唱歌を併用。

第3次(2時 間)

① 全員のポロスを口唱歌で歌わせてから,グ ループ別練習。確実に弾ける生徒がでたらコテカンのもう一方の音型 「サンシ」

を教師が同時に弾いて,リ ズムが合うかどうか確認する(ポ ロスはポコックの拍の位置と関連づけて覚えるよう留意させる)。

②ポロスの習得がある程度進んだ頃を見計らって,全 員にコテカンの上側の音型 「サンシ」をロ唱歌で歌わせ,コ テカンの仕

組みにっいて説明する(サ ンシもポコックの拍の位置と関連づけて覚えるよう留意させる)。 ポロスとサンシ(及 びコテカ

ン)の グループ別練習。

第4次(2時 間)

①全員で口唱歌によるポロスとサンシの練習。

②「パー ト。チェックシー ト」(表1)を 配布 し,各 自が覚えた音型を口唱歌で書き込むよう指示する(本 次の最後 に回収)。

インドネシア独特の拍の感じ方を尊重 して強拍が最後にくるように書いてあることを説明 し,こ のシー トを見ながら演奏し

てはいけないこと(音 型を忘れそうになった時の確認に使うのは可)を 注意する。

③ポロス,サ ンシ(コ テカン)の グループ別練習。

④全員に 「ジェゴガ ン」(低 音鉄琴)の 音型を範奏する。

⑤全員に2種 のクンダン(太 鼓),「 ラナン」「ワドン」の演奏法とその口唱歌(普 通に打っ時は 「pa(ラ ナン)」「ka(ワ ドン)玉

皮を左手で ミュー トしながら打っ時は 「dung(ラ ナ ン)」「dang(ワ ドン)」)を 説明 し,そ れぞれの音型を範奏する。

⑥ グループごとにパー ト分担を決定。

第6次(2時 間)

① 「ポ ロス+サ ン シ」(ク ン ダ ン以 外 全 員)ま た は 「ラ ナ ン+ワ ド

ン」(ク ン ダ ン)の テ ス ト。

第5次(2時 間)

① ジェゴガンの奏者に音型を教える。

② ラナン,ワ ドンの奏者に口唱歌を利用して各パートを教える(習 った音型を後でパー ト・チェックシー トに記入 しておくよ

う指示)。

③ クンダンは個人練習と組合せ練習,そ れ以外はグループ別練習。

隙 、鄭、黙灘

雛
鰯

第7次(2時 間)

① ケチャのパターン例(芸 能山城組)と 現地のケチャを鑑賞。

音量やパターンの変化を音で合図している事に留意させる。

②基本パターンの合奏練習(グ ループ毎に交替で行う。以下同様)。

③ アンセル(音 量と音型の変化パターン)の 説明と合奏練習。

④基本パターンとアンセルを組合せて合奏練習。最初は基本パターン

とアンセルの回数をあらかじめ決めておいて練習し,う まくいった

らラナンの合図に反応して即興的にアンセルに入れるようにする。

ヤま

コ

　

コヨ

　

キ

キ

ー
蟷

譜

ー

鞠

、

憲

ド

孝

ム
ぴ墜

竃
曙
響
響

第8次(2時 間)

① 曲の構成の流れ図(図1)を 配布 ・説明し,範 奏ビデオの鑑賞。繰 り返 しの回数はラナンが即興的に合図を出して決まるこ

とを確認。

②速度の変化を伴う合奏練習。ラナンの合図でテンポを速くしたり遅 くしたりできるようにする。

③NHK沖 縄 「バ リ島に島歌の原風景をみた」(バ リの人々の生活と音楽の結びっきを沖縄の人々のそれと結 び付 けたルポ)
の ビデオ鑑賞 一 ② と③はグループを2組 に分 けて並行して行 う。

第9次(2時 間)

①合奏練習のまとめ。 ② グループごとに発表。 ③発表報告書の提出。
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表2

GilakKayumas進 度 確 認 表

グループ名
メ ンバーの組 ・番号 ・氏名

代表者

年 組 氏名一 一

確 認 項 目
1.P。k・kを 覚 えた

2.p。k。kを 弾 ける

3.pokokに 合わせてgong(kempur)が 打て る

4.p・1。sを 覚 え た

5.polosをpokokに 合わせて弾け る

6.polosをsangsihに 合わせて弾け る

7,sangsihを 覚 え た

8.sangsihをpokokに 合わせて弾け る

9.sangsihをPQlosに 合わせて弾け る

裳 「1・

2年_

チーム名

GilakKayumasPartCheckSheet

含:
縄 番 氏名po

gong

pokokE

P。losleuue

器 譜illDa}皇rdu
wadonI・1・1・daka

gong

pokokE

polos
sangsih

lanang

lwadon

パ ー ト

AE

eu
【A

}雫udaka

§、 貸

論h穏

wa濫

}・Iu
IAI●

lpaい

1・ika

1・1uleI・

i】A

I●i1)alOIDa

・ikal・

A

ロ 　 ロ

il
lda

各項 目とも最初 のOKは 先生 にチ ェックして もらうこと。

二人 目か らは先生 にOKを もらった者がチ ェックす る。

u A

I
l

1
[
「
E
「

蓉:£k

撫
識k鑑

驚窪3

u
1

1
lA1

ロ

H

u

AE 。 貸

ii#垂 垂奪
4.考 察

楽譜 を使 わず 口伝えで音楽を教 えるとい う方法 にグループ学 習を組 み合わせ たのは,も と も

とは楽 器数 の不足を ど う補 うか考え た末の アイデ ィアであ った。 しか し,こ の ことが,結 果 的

にガ ムラ ンの音楽的側面 の導入効果を高 め,バ リの音楽文化への理解 も深 めさせ ることとな っ

ただ けで な く,生 徒同士 の協力関係 をっ くるとい うグループ学習のね らいの点か らも非常 に有

効 で あったと思 う。生徒 たちは教室 のあち こちで,あ れ これ言 いあった り,教 え合 いなが ら練

習 す る うちに,音 を聴 き合 う意識 が高 ま り,人 間関係 もしだ いに深 まるよ うであ った。そ して

教 師 自身 も生徒 たちの中 に入 って一緒 に楽器 を弾 いて い くうちに,彼 ら一人一人 の性格 や音 楽

性 を肌で感 じる ことがで きたのであ る。 このオー ラル ・コ ミュニケー ションによ る指導法 は ガ

ムラ ン以外 の音楽 の指導 において も有効 な要素 をい くっ も含んで いると考 え られよ う。

い くっか の問題 も生 じたが(生 徒数 の対す る楽器数の不足,パ ー トごとの練習時間 の ア ンバ

ラ ンス,一 斉指導 と グループ学習 の効果的 な組合せ方,教 材化 による部分的 な変更 を どうす る

か,な ど),今 後 の課題 と してい きたい。

西洋音楽 とは異 な った システムを持つ音楽 を学ぶ にあたって,バ リ島のガムランは生徒にと っ

て最 もイ ンパ ク トのある題材 の一つ であろ うと思われ る。聴 くだ けで な く自分 で実 際に演 奏 す

ることで,そ の理解 ははるか に深 まる ことで あろ う。 しか し,バ リ島の音楽 を単 に特定 の地 域

の特色 ある音 楽 と して よ りも,む しろ全 ア ジア的,な い し全地域的 な普遍性 を有す る音楽 と捉

えて いきたい。生徒 たちがバ リ・ガム ランの実習を体験 す ることによ り,彼 らの もっ音楽 観 が

よ り視野の広 い,豊 か な ものになる ことを願 うものであ る。

生徒 の感想 文 に 「ガム ランは私 の人生の中での,と 言 って もよいほどの収穫であったと思 う。

バ リ島 に行 きたいと思 い,ガ ム ランのCDを 手 に してみ ることもあ った。 ガム ラ ンはバ リ島 の

娯楽 の一 つであ るとい う。皆で,楽 譜 など見ず に,音 を聴 き合 い,同 じフ レーズを繰 り返 した

り,音 を工夫 して い くことが娯楽 とはこれ以上 の楽 しみがあるだろ うか。ガム ランは,私 にとっ

て未知 であ るか ら,次 の音 に何が出て くるかわか らず,玉 手箱 を開 けるよ うなわ くわ くした気

持 ちになれた。あの土 地 に合 ったすば らしい音 楽であ ると思 う。」 と述 べ られてい る。
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事例5「2時 間で仕 上げる リコーダー とギ ターの重奏 ・合奏」 音楽1

1.題 材設定理 由

数週間 にわた って系統性 の高 い授業 を行お うとす るとき,問 題 とな るのが欠席者 への対 応 で

ある。特 に グループ学習 を行 うときには,そ の第1週 に出席 した生徒 が第2週 に欠席 して も,

逆 に第1週 に欠席 した生徒 が第2週 に出席 して も,最 初 か らグループ組 み直 して,は じめか ら

学習す る必要性 が生 じる。 このために,こ れ まで グループ学習 を実施 して こなか った。

しか し,グ ループ学習 で しか得 られ ない,力 を合 わせてひ とっ の ものを作 り上 げ る喜 びを経

験 させ る ことは大切 な ことである。そ こで,前 述 の問題点 を克服す るために教材 に工夫を加え,

2時 間続 きの授業1回 で仕上 げ られ るよ うに したのが,こ の指導事例 である。

2.指 導 目標

合 奏 と,そ の 練 習 とな るパ ー ト練 習,重 奏 練 習 を通 して,ア ンサ ン ブルをす る楽 しさを知 る。

3.指 導 計 画(2時 間 扱 い)

事 前 に リコ ー ダ ー及 び ギ タ ーの奏 法 に っ いて,

第1次(1時 間)の 指導 内容

・教 材 の提 示 ・説 明

・グル ー プ分 け

・パ ー ト決 定

・パ ー ト練 習

第2次(1時 間)の 指 導 内容

・重 奏 練 習

・発 表

・合 奏

4.学 習指導の展開

よ く習 得 させ て お く。

譜例

　

制,翻
・
翻

HeyJude

翫瑠醐醐 鵬 習

◆ 評価の観点

指導内容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

〈第1次 〉

教材 の提 示 ・ ・学 習の負担を減 らす ため,教 材 の楽譜

説明 には楽器の指使 いを印刷 してお く(譜

rHeyJude」 例)。

・現在 まで学 習 した技術 の範 囲内で演 奏

グル ー プ分 け グル ー プ に分 か れ る。 で き る もの で あ る こ とを説 明 す る。

・ひ とっ の グル ー プ の人 数 がパ ー ト数 以

パ ー ト決 定 グループの中で自分 の演奏 した 上 とな るよ うに作 らせ る。

い楽 器,パ ー トを話 し合 わ せ,

パ ー トを決 定 す る。
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パ ー ト練習

〈 第2次 〉

重 奏練習

発表

合奏

パ ー ト毎 に別 れ てパ ー ト練 習 を

す る。

「

r

パ ー ト練 習 が終 わ った ら,そ れ ぞれ のパ ー

トを音 を全 員 で確 認 す る。

◆ 自主 的に積極的 に活動 してい るか。正確 に,ま た音楽 的に演奏 して

い るか。ア ンサ ンブル してい るか。

再 び グループに分かれ,重 奏 の 練習 にあた って はな るべ く生徒 同士 の 自

練習をす る。 主 的な教 え合 い,助 け合 いを尊 重す る。

「

◆ 自主的 に積極 的に活動 してい るか。互 いに助 け合 って い るか。互 い

の音を良 く聞 きあ ってい るか。

「

L

「

L

各 グループの練 習の成果 を発表

す る。

状 況 に よ って は,一 部 の グル ープ だ け に

発 表 させ る。

i◆のびのびと演奏できたか。i
il

合奏 をす る.1重 奏 と合奏での音 色の違 い,表 現力 の違

!い などに注 意 させ る・

i◆よく全体の音を聞いて演奏しているか。i
ll

1

5.指 導 に対す る考察

授業 の選択 の関係で,ほ とん ど授業以外で は顔 を合 わせない生徒 同士 が,ど うや って グル ー

プを組 み,活 動 して ゆ くかが まず大 きなポイ ン トであ った。

グル ープ分 けで は生徒 の自主性を尊重 したが,ほ とんどはたまたま席 が近 い者 同士(席 は 自

由だが,毎 週だ いたい決 まった席 に座 る)が グループを組ん でいた。次 のパ ー ト練 習の段 階 で

は,強 力 な リーダー シップを とれ る生徒 がいたパ ー トを除 いて は,リ ーダーが 自分 が何 を して

よいかわか らず,と りあえず個 人練 習を して過 ごす とい うことが時 々見 られた。 しか しそれ で

も始 めて30分 くらいで,何 とかパ ー トと してのま とま りが見 られるよ うにな ってい った。

グループ練 習で も,そ の傾 向 は同 じであ った。 しか し,こ の中 で印象的だ ったのは,普 段 の

授業 にはあま り関心 を見せな いあ る男子生徒 が,授 業 の展開 にっれ授業 に熱中 し,今 まで見 せ

た ことのないよ うな笑顔 で楽 しそ うに活動 して いた ことで ある。

また,2時 間 とい う時間であ るが,や は りこれ では時間が足 りないとい う印象を受 けた。 グ

ル ープが グループ としてま とま るまでに30分 近 くかか り,こ の時間設定 で はや っとグループ活

動 らしい練習 が始 ま った段階 で終わ りとい うことにな って しま う。内容 を洗練すること,ま た,

生徒 自身が グループ活動 に慣れ ることが必要 であ ると感 じた。 グループ学 習に限 らず,系 統 性

の高 い授 業で,い か に楽 しい学習を成立 させ るかを今後 の課題 としてい きたい。
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事例6「 現代音楽的 な音空間の中でグループ即興演奏を楽 しむ」 音楽1

1.題 材設定理 由

生 徒 は自分 を自由に,心 の底か ら,音 で表現 す ることの喜 びを味わ いた いという願 いを も っ

て いる。 しか し,必 ず しも生徒 は楽器を 自由に操作す る ことがで きる技 術を持 ち合 わせて い る

わ けで はない。一方,音 を出す ことを恥 ずか しが りがちで ある。

そ こで,楽 器 の技術 に とらわれず にすむ よ うな音 空間 と,望 ま しい雰 囲気 の中 で,自 由 に

(音楽的 なルールに とらわれない)音 を発す ることがで きるよ うに と考 え たの が,こ の題材 で

あ る。

2.指 導 目標

・まね で な い ,自 分 の表 現 をす る こ とが で き るよ うに な る。

・互 い に聞 き合 い ,音 の上 で の対 話 を す る こ とが で きる よ うに な る。

・即 興 演 奏 や現 代 音 楽 が ,決 して 秩 序 の な い もの で は な い と い うこ とを 理 解 す る。

3.指 導 計 画(4.5時 間扱 い)

第1次(0.5時 間)の 指 導 内容

・題 材 の提 示 ,説 明

・使 用 す る楽 器 につ いて の 説 明

第2次(2時 間)の 指 導 内 容

・自分 の好 きな音 を表 現 させ る。

第3次(2時 間)の 指 導 内 容

・互 い に聞 き合 い,即 興 表 現 させ る。

4.学 習指導 の展開 ◆評価の観点

指導内容

〈第1次 〉

題材の提示

楽器の説明

学 習 活 動

即興演奏 とは何 か、理解す る。

使用 され る楽器 の使 い方 を理 解

す る。
「

使 用 す る 楽 器:大 太 鼓,小 太 鼓,シ ンバ ル,

ト,鈴,ウ ッ ドブ ロ ッ ク,木 魚,ク ラベ ス,

シ ン セ サ イ ザ ー,ピ ア ノ等

指 導 上 の 留 意 点

・即 興 演 奏 の定 義 を す るの で はな く,実

際 の学 習 内容 に つ い て 説 明 す る 。 「何 で

もよい か ら,自 分 の好 きな よ う に演 奏 す

る よ うに 。 た だ し聞 い た こ との あ る 曲 に

な らな い よ うに 。」

・一 っ の楽 器 で もい ろ い ろ な音 が 出 せ る

こ とを示 す 。

T
I

トライ ア ング ル,タ ンバ リ ン,カ ス タ ネ ッ

マ リ ンバ,ビ ブ ラ フ ォ ン,電 子 鍵 盤 楽 器,

「
一
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「

◆ 自由な雰 囲気 で学習 してい るか。楽器 の出す さまざまな音 に興 味 を

持 った か 。

〈 第2次 〉

範奏 これか らしよ うとす る学習 の内 ・誰 で も簡単 に演奏 で きるよ うな音形 で

容 を理解す る。 示 す 。

音を出す 2,3人 が グル ー プ とな っ て 授 ・音 を 出 す き っか けを っ か ませ る こ と で

業者 とともに即興演奏 をす る。 即興演奏を リー ドした り補助 した りする。

礼 を して始 め,グ ル ー プ が 「終 余裕が出て きた ら,第3次 の内容 を暗 示

わ りだ な」 と感 じた ら,礼 を し す るよ うな演 奏 を行 う。 な お 、 グ ル ー プ

て終 わ る。 分 けには,席 順 を利用 した り,籔 を利 用

した りして,な るべ く毎 回変化す るよ う

に す る。

「
;◆ オ リ ジナル な 演奏 を心 掛 け て い るか 。
5

1
屡

〈第3次 〉

互 いに聞 き合 2,3人 が グ ル ー プ と な って 即 互 いに聞 き合 うよ うに心掛 けさせ る。掛

い,即 興表 現 興演奏す る。 け合 いをす ること も提 起す るが,強 制 的

す る 。 にな らな いよ う、 自由 な雰囲気 を保 つ よ

う,発 語 に留 意 す る。

「
1◆ 互 い に聞 き合 って い るか 。 の び の び と表 現 して い るか 。
:

i
「

1

5.指 導 に対す る考察

この音楽活動 では,生 徒 たちがのびのび と,本 当に楽 しそ うに演奏 をす る。最初 はこわ ごわ

と リズム楽器 に触 れてい るだ けだ った生徒 で も,だ んだん慣 れて,さ まざまな音 を出す よ うに

な って きた。

しか し,生 徒 に本 当に音楽 の喜 びを感 じて活 動 させ る ことは難 しい面 もあ る。 何故 な ら,

「授業 なんだか ら,遊 びを しないで くれ」「先生,こ れ楽 でいいよ」 とい うよ うな感想が生 徒 か

ら出 ることもあ る。今後更 にこの音楽活動 の意義 を理解 させ る工夫 が重要 であ る。

しか し,ほ とん どの生徒 が この授業 を楽 しんでい ることは事実 であ って,そ の こと,つ ま り

楽 しむ ことが この事例 の指導 目標 を達成 す るにあた って もっとも大切 な ことで あ り,学 習成 果

があ った と考 えたい。ま た,す ば ら しい即興演奏 がな された ときの演奏者 の顔の表情,聞 く側

の拍手 は,ま さに生徒 の感動 の現 われであ った。
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IVま とめ と今後の課題

本年教育研 究員 は,音 楽 活動を より活性化 させ るためには,教 師 と生徒 は もちろんの こと,

生徒一人一人 の コ ミュニケー シ ョンを緊密 な もの とす る ことが不可欠であ ると考え,そ の た め

の学習形態 と して グループ学習を重視 し,「音楽活動 を活性化 させ るた めの効 果 的 な グルー プ

学習 の在 り方 」を研究主題 に定め,研 究 を進 めた。

本碗究 で は,ま ず,音 楽学 習にみ られる生徒 の状況を,今 日の生 徒を取 り巻 く社 会,音 楽 環

境等 を視野 に入 れなが ら把握 す ることか ら開始 した。 その結果,次 の ことが考 え られた。

○ 生徒 の音楽 的関心 が多様化 している。

○ 人 に一緒 に歌 を歌 った り合奏 した りす ることに感動 を示 さな い傾 向が増加 して いる。

○ 音楽 によ って人 間関係 を深 めた り,お 互 いの感性や気持 ちを伝 え合 うとい う,い わ ば音

楽 の コ ミュニケー シ ョン感覚 を実感す る機会が少 ない。

ここに示 した第3点 は,本 研究 で特 に重視 した点 であ り,音 楽授業 の中で どの よ うに して解

決 して い くか が重要 な課題 とな った。

生徒 の音楽的関心 の多様化 に対 して は,楽 器,曲 目等 の選択幅 の拡大 や学習 内容 の個別 化等

の工 夫が考え られる。 しか し,音 楽の コ ミュニケー シ ョン感覚 を実感す るために は,音 楽 の共

通 体験の場 の設定が必要 となる。 ここに,音 楽授業 におけ る活動 の個別性 と集団性 との調 和 が

課題 と して存在 して いるのである。

この課題 に対 して本研究 が目指 したのが グループ学習 の導入 である。

グループ学習 にっ いて は,そ の意義 や効果 などを次 のよ うにまとめる ことが で きた。

○

○

○

○

グループ学習の意 義や効果:グ ループ学習 は一人一人の感性が発現 され る場を生み出す。

グルー プ学 習の形 態:ア ンサ ンブル活動,創 造的音楽っ くり,課 題学 習等。

グループ学 習の指導:生 徒 が 自分 たちで模索 しなが ら発見 して い く過 程を尊重す る。

グループ学 習の評価:評 価 に当た って は,能 力,知 識 の獲得達成度 よ り,体 験 によ って

もた らされた生徒の内面の深化 や音 楽的成長 に重 きを置 く。

以上 のよ うな理論 的研究 に基 づ き,実 践研究を行 い,「 リズムア ンサ ンブル」 「合 唱」 「自分

の得意 な演奏 で合奏」「バ リ ・ガムランによ るア ンサ ンブル感覚 の育成」「リコーダー,ギ ター

の重奏 ・合奏」「現代音 楽的な即興演奏」 の6事 例 を示す ことがで きた。 これ らの事 例 に お い

て は,グ ループ学習 の指導 の場面をで きるだ け具 体的に示す とともに,生 徒相互のコ ミュニケー

・ションが深 め られ るよ う,場 の工夫を重視 した。

今後 の課題 としては,次 の ことが考 え られ る。

○ 表現及 び鑑賞 の活動 の中で更 にどのような場面 で効果的 な グループ学習が可能であるか,

一層 の研究開発 を行 うこと

○ グループ学習 の意義 を教師 自身が一層深 く理解 し,指 導 の場面 で生徒 に対 し,一 層,適

切 な助言 や援助を与 えた り,意 欲を重視 した評価 を行 えるよ うにす る こと
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